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第 2294 例会  令和 7 年 8 月 25日（月曜日）第 6号  

 

本日の例会 ８月２５日（月）     第 3例会 

                 ◎ソング「奉仕の理想」 

新年度方針説明  

青少年奉仕 阪上武仁 

R財団委員会・会計 尾﨑 元 

米山奨学記念（兼カウンセラー）・SAA  名村美紀 

本日の献立 和定食 

次回の例会 ８月２５日（月）    第 3例会 

クラブ協議会 

（ガバナー補佐ご臨席） 

次回の卓話 米山奨学生 閆耀宗くん 

         自己紹介スピーチ 

次回の献立  フランス魚料理 

前回の例会 ８月１８日(月)     第 2例会 

前回のビジター 直前ガバナー 大橋秀典様 

（東大阪東 RC） 

幹事報告             佐藤三千秋 

① 次回の例会は、引き続き新年度方針説明ですの

で担当委員長は、宜しくお願い致します。 

② 以下の回覧をお回ししますのでご確認宜しくお

願いします。 

・9/15（月）鹿港 RC拡大例会の出欠 

・大輪ゴルフ案内 11/14（金）茨木カンツリー 

・地区クラブ対抗ボウリング大会案内 

・東大阪新聞掲載広告（クラブ紹介） 

会長挨拶             帆足嘉寿大 

皆様こんにちは。 

本日は大橋直前ガバナー、お越しくださりありがと

うございます。 

一年間の大役、大変お疲れ様でした。 

私も地区の方に行かせて頂き東大阪から久し振りの

ガバナーということで、すごく良い経験をさせてい

ただきました。来期も東大阪からガバナーが出ると

いうことで、より一層東大阪が盛り上がっていくか

と思っております。 

また、先日、金輪会の方に参加して来ました。 

このご時世の中、IM4組から八尾ガーデンロータリ

ークラブという新クラブが創設されました。 

八尾中央ロータリークラブの解散された方が中心に

なり、立ち上げられたクラブになるそうです。 

今の情報では 40代が中心で月例会 2回、例会場は

決まっていなく曜日例会ではなく日付例会というこ

とになっているそうです。 

また新しいクラブができたということでロータリー

クラブとしてまだまだ会員増強など、可能かなと思

っております。皆様のご友人などを呼んでいただい

て、どうか東大阪中央ロータリークラブの活動とい

うものを認識していただき、入会していただければ

嬉しいと思っております。 

また、先週、熊本県では記録的な豪雨で洪水にな

り、3名の方が亡くなっています。 

この様に気象はすごく荒くなっていて、この 9月、

10月の雨が最も多くなるとも言われております。 

色々と皆さんの身の回りも気をつけながら生活の方

をよろしくお願い致します。 

最後に一点、寂しいご報告なんですが、東大阪みど

り RCが、前年度は 17名の会員で、現在 14名にな

ったそうです。 
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東大阪西 RCも 20名から 16名に会員になられまし

た。当クラブは退会はなく、すごくいいクラブだと

思いますので、会員増強など皆さんのご協力が必要

です。引き続き何卒宜しくお願い致します。 

以上、私からのご挨拶とさせて頂きます。 

ありがとうございます。 

出 席 報 告           小川 高弘 

本日の会員数 １５名 

本日の出席者数 １３名 

出席免除会員数 １名 

本日の出席率 ９３．３３％ 

7/14の修整出席率 ８６．６６％ 

ニコニコ箱報告          SAA  名村   美紀 

大橋秀典様 今日は帆足会長の晴れ姿を見にや

ってきました。東大阪中央ロータ

リークラブのますますのご活躍を

祈念しています！ 

国際ロータリー2660地区直前ガ

バナー  

東大阪東ロータリークラブ 

帆足嘉寿大 本日は、大橋直前ガバナー、東大

阪中央ＲＣにお越し下さりありが

とうございます。また、一年間の

大役お疲れ様でした。 

佐藤三千秋 本日は大橋パストガバナーにおい

で頂き有難うございます。ガバナ

ー在住中は大変ご苦労様でした。 

小川高弘 8月 15～17日に東京ドームにて

阪神・巨人戦を観に行ってきまし

た。8月 16日は偶然にも長嶋茂

雄氏の追悼試合でした。 

金子勝信 大橋パストガバナー ご多忙の

中、当クラブの例会にお越し頂き

誠にありがとうございます。 

名村美紀 本日は、大橋パストガバナー様に

お越し頂きまして誠にありがとう

ございます。一年間大変お疲れ様

でした。また「苦労話」聞かせて

下さい。 

松田敬之 帆足会長、佐藤幹事、新年度もよ

ろしくお願い致します。又、例会

欠席ばかりで申し訳ございませ

ん。引き続きご指導賜ります様宜

しくお願い致します。 

脇村利恵子 残暑見舞申し上げます。 

阪上武仁 息子の青少年交換プログラムの申

込をさせていただきました。あり

がとうございます。 

新年度方針説明     会員増強委員長  岩﨑史郎 

昨年に引き続き、会員増強委員会を担当いたします

。会員増強は、毎年の課題であり継続して行かなく

てはなりません。当クラブは少人数ですが、会員の

皆様と連携を取り会員増強を進めて参ります。 

また、会員同士が連携を取ることで退会防止にも繋

がるものと考えます。 

今期は、２名の増強を目標に努力して参ります。皆

様のご協力頂きますよう宜しくお願い致します。 

予算申請 
入会予定者の例会見学 
 参加費用の補助 年間 10名×3,000円 
 

30,000円 

 

新年度方針説明     クラブ研修委員長  浅野光男 

副委員長 小川高弘 

ここ数年のクラブ研修の議題は、RC会員としての自

覚すべき役割、特に地区との綱領を逸脱する事の無

いクラブ運営に会員皆様方の多大な協力により、小

規模クラブ組織であるにもかかわりませず楽しく運

営出来ている事を自負致しております。 

しかしながら直近におきましては、さらなる会員減

少に直面する状況に至るにおよび、今期のクラブ研

修の時間の議題を一本にしぼり今後のクラブ運営を

全会員の皆様方と協議する場といたしたいと考えて

おります。 

新年度方針説明     職業奉仕委員長   佐井義昌 

職業奉仕はロータリーの神髄・根幹であり、他の団

体には見られないロータリーの特徴的な理念のひと

つです。ロータリアンひとり一人が自分の職業を通

じて「奉仕の心」を開発してゆく自己研鑽の団体で

あると言えます。 

本年度も職業奉仕に対する理解を深め、クラブ奉仕

活動を通じて職業奉仕の実践・行動へつなげて参り

たいと考えております。 

新年度方針説明     国際奉仕委員長   松田敬之 

副委員長 小川 高弘 

本年度、国際奉仕委員長を仰せつかりました松田

です。 

今現在、当クラブは社会奉仕活動に重点を置き、

国際奉仕活動は休止致しております。 

ですが、４大奉仕の一つである国際奉仕でありま

すので、随時機会を探りながら注視していき、帆

足会長及び理事会で要請があれば対応していきた

いと思っております。 
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新年度方針説明     社会奉仕委員長   金子勝信 

帆足会長の方針に従い、予定されている社会奉仕活

動を円滑に進めてまいります。 

具体的な活動としては、 

1.献血活動 

 日本赤十字社と協力の上、 

東大阪ふれあい祭りの日に 

100名を目標に献血活動を行う予定です。 

2.児童福祉施設奉仕事業 

 児童福祉施設公徳学園の児童、 

職員の皆さんをユニバーサルスタジオジャパンに

引率して社会見学を兼ねて楽しんで頂きます。 

3.東大阪３世代ふれあい祭り実施に向けての取り組

み 

今回で３回目の開催となる、東大阪市吉原公園での

３世代ふれあい祭りにつて本格的に参画し、当クラ

ブの奉仕事業として確立していく予定です。 

具体的な催しとしては、桜の木の落ち葉を拾い集め

集めた量によって、催し物のチケットと交換して大

人も子供も1日公園をキレイにしながら、楽しんで

頂く予定です。 

その他、突発的な自然災害に備えての援助や寄付行

為についても臨機応変に対応したいと考えておりま

す。 

 

 

 
 


